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男

は
じ
め
に

企
業
の
不
祥
事
が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
か
ら
、
幅
広
い
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
不
信

感
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
日
本
公
認
会
計
士
協
会
は
、
平
成
二
四
年
月
、
監
査
・
保
証
実
務
委
員
会
報
告
第
二
五
号
「
不
適
切
な
会
計

処
理
が
発
覚
し
た
場
合
の
監
査
人
の
留
意
事
項
に
つ
い
て
」
を
公
表
し
、
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
当
該
報
告
書
は
、
不
適

切
な
会
計
処
理
の
発
覚
に
よ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
、
ま
た
、
内
部
統
制
関
係
に
つ
い
て
も
、
不
適
切
な
会
計
処
理
が
、
適
切
に
決
定
さ
れ

た
内
部
統
制
の
評
価
範
囲
の
中
か
ら
生
じ
た
か
、
外
か
ら
生
じ
た
か
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
有
価
証
券
報
告
書
に
お
け
る
財

務
諸
表
に
対
す
る
訂
正
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
直
ち
に
連
動
し
て
財
務
報
告
に
係
る
内
部
統
制
に
開
示
す
べ
き
重
要
な

不
備
が
な
い
と
記
載
し
た
内
部
統
制
報
告
書
に
つ
い
て
訂
正
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
さ
れ

五
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る
。
内
部
統
制
報
告
書
監
査
は
、
あ
く
ま
で
も
財
務
情
報
に
関
わ
る
情
報
の
み
で
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
上
で
は
自
ず
か
ら

限
界
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
財
務
諸
表
を
中
心
と
す
る
財
務
情
報
だ
け
で
は
企
業
経
営
の
実
態
が
十
分
に
説
明
で
き
な
い
と
の
指
摘
が
あ
り
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
情
報
の
ご
と
き
非
財
務
情
報
の
開
示
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
現
在
、
我
が
国
で
は
、

「
企
業
内
容
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
」
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
状
況
に
お
い
て
一
部
の
非
財
務
情
報
が
、
有
価

証
券
報
告
書
で
開
示
さ
れ
て
い
る
が
、
企
業
経
営
を
透
明
に
し
そ
の
実
態
を
説
明
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

内
部
監
査
機
能
に
関
す
る
情
報
は
、
経
営
組
織
全
般
に
わ
た
っ
て
、
か
つ
直
接
接
近
し
て
い
る
貴
重
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
情
報
で
あ
る
。
内

部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
、
こ
の
詳
細
な
内
部
監
査
情
報
を
利
用
し
て
い
る
が
、
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
利
用
で
き
る
の
は
、
経
営

者
、
監
査
委
員
会
（
監
査
役
）
お
よ
び
外
部
監
査
人
を
通
し
て
開
示
さ
れ
る
も
の
が
中
心
で
あ
り
、
直
接
接
近
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
情
報
の
非
対
称
性
は
、
情
報
リ
ス
ク
を
招
き
、
ま
た
、
サ
ー
バ
ン
ス
・
オ
ク
ス
レ
ー
法
（
以
下
Ｓ
Ｏ
法
）
時
代
の
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
要
求
さ
れ
る
企
業
経
営
の
透
明
性
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
整
合
す
る
も
の
で
は
な
い
。
か
か
る
意
味
か

ら
、
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
も
、
内
部
監
査
報
告
書
の
開
示
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
る
。
内
部
監
査
報
告
書
は
、
企
業
の
内
部
監
査

人
が
内
部
監
査
基
準
を
遵
守
し
て
実
施
し
た
内
部
監
査
の
結
果
を
経
営
者
も
し
く
は
監
査
委
員
会
（
監
査
役
）
に
報
告
す
る
狭
義
の
内
部

監
査
報
告
書
と
当
該
内
部
監
査
報
告
書
を
は
じ
め
内
部
監
査
の
状
況
、
内
部
監
査
環
境
等
を
含
め
た
広
義
の
内
部
監
査
に
関
す
る
報
告
書

の
二
種
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
後
者
の
広
義
の
内
部
監
査
報
告
書
を
指
す
。

Ⅰ　

内
部
監
査
の
新
潮
流

初
期
の
内
部
監
査
機
能
は
、
財
務
事
項
の
証
明
お
よ
び
内
部
統
制
の
評
価
に
焦
点
が
向
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
過
去
一
〇
年
の
内
部
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監
査
機
能
の
役
割
は
、
業
績
を
改
善
し
経
営
価
値
を
高
め
る
た
め
に
、
業
務
監
査
や
戦
略
的
経
営
問
題
に
焦
点
を
当
て
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
内
部
監
査
人
協
会
（
Ｉ
Ｉ
Ａ
）
の
『
内
部
監
査
の
専
門
職
業
的
実
施
の
国
際
基
準
』
で
は
、
内
部
監
査
を
「
組
織
の
運
営
に
関
し

価
値
を
付
加
し
、
ま
た
改
善
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
、
独
立
に
し
て
、
客
観
的
な
保
証
お
よ
び
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
活
動
で
あ
る
。
内
部

監
査
は
組
織
体
の
目
標
の
達
成
に
役
立
つ
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
お
よ
び
組
織
体

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
プ
ロ
セ
ス
の
有
効
性
の
評
価
、
改
善
を
、
内
部
監
査
と
し
て
の
体
系
的
手
法
と
規
律
遵
守
の
態
度
を
持
っ
て
行
う

（
1
）

」
と

定
義
す
る
。
従
来
、
内
部
監
査
は
、
組
織
体
も
し
く
は
経
営
者
に
奉
仕
し
組
織
内
で
機
能
し
て
き
た
が
、M

oxey

が
指
摘
す
る
よ
う
に

海
外
不
正
支
払
防
止
法
（
一
九
七
七
）
に
端
を
発
し
世
界
中
の
内
部
監
査
の
焦
点
が
、
経
営
者
の
「
片
腕
」
か
ら
「
経
営
者
の
誠
実
性
の

保
証
」
と
い
う
独
立
的
評
定
活
動
に
移
動
し
て
き
た
。
そ
こ
で
は
内
部
監
査
人
が
内
部
監
査
報
告
書
で
経
営
者
の
誠
実
性
を
保
証
す
る
た

め
に
特
に
内
部
監
査
の
独
立
性
が
強
調
さ
れ
る

（
2
）

。
エ
ン
ロ
ン
の
経
済
不
祥
事
に
後
押
し
さ
れ
て
成
立
し
た
Ｓ
Ｏ
法
の
下
で
導
入
さ
れ
た
新

規
則
を
考
慮
す
る
と
内
部
監
査
機
能
の
役
割
が
さ
ら
に
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｏ
法
は
、
外
部
監
査
人
に
よ
る
被
監
査
会

社
に
対
す
る
内
部
監
査
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
お
よ
び
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
禁
止
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
公
共
会
社
会
計
監
視
審

議
会
（
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｏ
Ｂ
）
は
、
外
部
監
査
人
は
、
内
部
統
制
監
査
に
お
い
て
か
な
り
弾
力
的
に
内
部
監
査
業
務
を
利
用
す
る
こ
と
を
推
奨
し

て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
高
品
位
の
内
部
監
査
を
実
施
す
る
こ
と
を
勧
告
し
て
い
る

（
3
）

。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
（
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
）

は
、
上
場
会
社
に
内
部
監
査
を
維
持
し
、
監
査
委
員
会
が
会
社
の
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
会
社
の
内
部
統
制
シ
ス

テ
ム
の
継
続
的
評
価
を
提
供
す
る
内
部
監
査
と
相
互
に
作
用
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る

（
4
）

。
さ
ら
に
、
近
年
、
多
く
の
研
究
文
献
で
内
部

監
査
機
能
は
、
財
務
報
告
の
質
、
お
よ
び
経
営
成
績
を
含
む
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
指
摘
に
加

え
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
透
明
性
を
高
め
る
た
め
に
内
部
監
査
機
能
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
き
て
い
る
。
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Ⅱ　

内
部
監
査
の
理
論
的
位
置
づ
け

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
理
論
を
用
い
て
、
社
会
に
お
け
る
外
部
監
査
の
役
割
を
検
証
し
た
文
献
は
多
く
あ
る

（
5
）

。
し
か
し
内
部
監
査
機
能
に

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
理
論
を
適
用
す
る
研
究
者
は
比
較
的
少
な
い

（
6
）

。
本
稿
で
は
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
理
論
を
基
礎
に
内
部
監
査
機
能
の
位
置

づ
け
、
役
割
お
よ
び
責
任
を
検
討
し
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
透
明
性
の
改
善
を
提
案
す
る
。
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
理
論
は
、
経

済
資
源
の
所
有
者
（
プ
リ
ン
シ
パ
ル
）
と
そ
れ
ら
の
資
源
を
管
理
し
運
用
す
る
経
営
者
（
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
と
の
契
約
か
ら
な
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
い
る
。
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
、
プ
リ
ン
シ
パ
ル
よ
り
も
よ
り
多
く
の
情
報
を
持
っ
て
お
り
、
情
報
の
非
対
称
性
は
、
プ
リ
ン
シ
パ

ル
が
、
利
益
に
対
し
て
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
適
切
に
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
効
果
的
に
モ
ニ
タ
ー
す
る
能
力
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
と
い
う
前
提
を
基
礎
に
し
て
い
る
。
プ
リ
ン
シ
パ
ル
と
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
、
合
理
的
に
活
動
し
彼
ら
の
富
を
最
大
に
す
る
た
め
に
契
約

プ
ロ
セ
ス
を
活
用
す
る
が
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
、
高
額
な
臨
時
消
費
の
よ
う
に
身
勝
手
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
プ
リ
ン

シ
パ
ル
の
利
益
に
反
す
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
可
能
性
が
あ
る
。
意
思
決
定
が
経
営
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
時
点
で
、
プ
リ
ン
シ
パ
ル
・

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
、
す
べ
て
の
利
用
可
能
な
情
報
に
接
近
で
き
な
い
と
き
に
生
じ
る
。
契
約
関
係
の
効
率
的
な
状
態
を
保
証
す
る
た
め
に

は
、
プ
リ
ン
シ
パ
ル
と
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
両
方
が
契
約
費
用
を
負
う
。
例
え
ば
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
責
任
回
避
リ
ス
ク
を
最
小
に
す
る
た

め
に
外
部
監
査
の
よ
う
な
支
出
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
コ
ス
ト
を
負
い
、
一
方
で
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
被
雇
用
者
と
し
て
責
任
を
持
っ
た
方
法

で
行
動
し
て
い
る
と
い
う
シ
グ
ナ
ル
を
プ
リ
ン
シ
パ
ル
に
送
る
た
め
内
部
監
査
費
用
の
よ
う
な
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
を
負
う
。
か
か
る

活
動
は
、
経
営
者
の
地
位
お
よ
び
報
酬
レ
ベ
ル
を
防
御
、
確
保
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。W

atts

は
、
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
の
例
と
し
て
、

監
査
委
員
会
、
非
執
行
取
締
役
、
内
部
監
査
へ
の
支
出
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

（
7
）

。
企
業
の
契
約
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
ボ
ン

五
四
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デ
ィ
ン
グ
機
能
と
し
て
の
内
部
監
査
の
役
割
は
、
他
の
研
究
者
に
お
い
て
も
認
識
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、S

here

とK
ent

は
、
上
級

経
営
者
が
外
部
の
利
害
関
係
者
、
特
に
株
主
に
よ
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
要
請
を
満
た
す
た
め
に
生
じ
る
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

（
8
）

。
内
部
監
査
費
用
は
、
プ
リ
ン
シ
パ
ル
（
所
有
者
）
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
経
済
資
源
を
守
る
た
め
に
負
担
さ
れ

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
コ
ス
ト
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
、
内
部
監
査
は
、
外
部
監
査
の
延
長
上
に
あ
る
と
す
る
。
内
部
監
査
の
基
盤

は
、
財
務
報
告
や
外
部
監
査
の
よ
う
な
他
の
調
停
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
共
通
し
て
、
内
部
監
査
は
所
有
者
と
経
営
者
間
の
費
用
効
率
的
な
契
約

の
維
持
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。

Ⅲ　

内
部
監
査
情
報
の
外
部
報
告
の
必
要
性

内
部
監
査
情
報
を
は
じ
め
と
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
関
連
情
報
は
、
所
有
者
が
、
経
営
者
の
経
営
業
績
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
こ
と
が
出
来
る
と

と
も
に
私
利
私
欲
の
経
営
者
を
監
視
す
る
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
多
く
の
実
証
研
究
で
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
文
献
で
は
、

全
般
的
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
関
連
情
報
は
、
市
場
と
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
判
断
お
よ
び
意
思
決
定
に
有
利
な
影
響
を
持
つ
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
透
明
性
と
ア
ナ
リ
ス
ト
の
予
測
の
正
確
性
と
に
は
積
極
的
関
連
性
が
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
（B

hat et .al 2006 （
9
）

）、
ま
た
、H

ealy

とP
alepu

（
二
〇
〇
〇
）
は
、
任
意
開
示
資
料
を
検
証
し
、
会
社
は
、
情
報
リ
ス
ク
を
低

減
す
る
た
め
に
開
示
す
る
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
例
え
ば
、
資
本
コ
ス
ト
の
低
減
、
負
債
コ
ス
ト
の
低
減
、
市
場
流
動
性
の
改
善
）
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る

（
10
）

。
保
証
の
側
面
か
ら
、K

inney

（
二
〇
〇
一
）
は
、
財
務
報
告
の
信
頼
性
付
与
の
た
め
、
ま
た
、
外
部
者

の
情
報
信
頼
性
の
認
識
を
改
善
す
る
た
め
潜
在
性
を
持
つ
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る

（
11
）

。B
aily

そ
の
他
（
二
〇
〇
三
）
は
、
内
部
お
よ
び
外

部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
情
報
の
非
対
称
性
の
管
理
を
す
る
た
め
に
内
部
監
査
機
能
の
潜
在
性
を
検
討
し
て
お
り

（
12
）

、H
olt

とD
eZ

oot

五
四
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（
二
〇
〇
八
）
は
、
投
資
家
の
会
社
の
効
率
性
の
監
視
お
よ
び
財
務
報
告
の
信
頼
性
に
内
部
監
査
機
能
が
大
き
く
影
響
す
る
と
い
う
実
証
結

果
を
示
し
て
い
る

（
13
）

。L
apides

そ
の
他
（
二
〇
〇
八
）
は
、
会
社
に
、
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す
る
内
部
監
査
機
能
（
例
え
ば
構
成
、

責
任
、
活
動
）
を
記
載
す
る
内
部
監
査
報
告
書
を
提
供
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る

（
14
）

。

内
部
監
査
機
能
は
、
組
織
全
体
に
わ
た
っ
て
、
か
つ
直
接
接
近
す
る
こ
と
が
出
来
る
貴
重
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
資
源
で
あ
る
。
内
部
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
、
詳
細
な
内
部
監
査
情
報
に
接
近
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
た
と
え
ば
、
投
資
家
、
株
主
、

債
権
者
、
ア
ナ
リ
ス
ト
、
得
意
先
、
仕
入
れ
先
）
に
利
用
可
能
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
情
報
は
、
現
在
経
営
者
、
監
査
委
員
会
、
外
部
監
査
人
を
通
し

て
開
示
さ
れ
る
も
の
が
中
心
で
あ
り
、
財
務
報
告
、
法
令
、
規
則
の
遵
守
お
よ
び
諸
業
務
に
関
連
す
る
保
証
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
内
部

監
査
機
能
の
構
成
、
諸
活
動
に
関
連
す
る
直
接
的
詳
細
な
情
報
に
接
近
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
の
情
報
非
対
称
性
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
に
は
潜
在
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
（H

olt and D
eZ

oort 2008 （
15
）

）。
ま
た
Ｓ
Ｏ
法
時
代
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
要
請
で
あ
る
透
明
性
、

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
整
合
す
る
も
の
で
は
な
い
。
か
か
る
意
味
か
ら
も
内
部
監
査
情
報
の
開
示
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
言
う
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
透
明
性
と
は
、B
ushm

ann

そ
の
他
（
二
〇
〇
四
）
は
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
関
連
情
報
の
利
用
可
能
性
と
そ
の
程
度

（
16
）

」
で
あ
る
と
定

義
す
る
。
同
氏
等
は
、
会
社
透
明
性
の
構
成
要
素
を
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
透
明
性
と
財
務
透
明
性
に
区
分
し
て
い
る
。
従
来
、
財
務
報
告
は
、

会
社
の
透
明
性
を
高
め
る
た
め
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
透
明
性
と
財
務
透
明
性
両
方
を
目
的
に
し
て
き
た
と
い
え
る

（
17
）

。
現
在
、
世
界
各
国
で
導

入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
国
際
財
務
報
告
基
準
は
、
明
ら
か
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
透
明
性
よ
り
も
財
務
透
明
性
に
焦
点
を
置
い
て
い
る

（
18
）

。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
透
明
性
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
信
頼
性
を
構
築
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
し
、
ま
た
そ

の
欠
如
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
情
報
リ
ス
ク
の
原
因
と
な
る
。
か
か
る
理
由
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス
情
報
を
強
化
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
。

五
四
六



コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
内
部
監
査
（
北
川
）

（
九
三
九
）

Ⅳ　

内
部
監
査
報
告
書
開
示
の
便
益
と
費
用

内
部
監
査
情
報
が
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
理
論
的
に
必
要
と
さ
れ
、
実
証
研
究
に
お
い
て
も
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
透

明
性
を
高
め
、
財
務
報
告
の
信
頼
性
を
高
め
る
た
め
る
効
果
の
あ
る
こ
と
が
検
証
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
実
務
界
で
企
業
を
取
り
巻
く

関
係
者
集
団
は
、
内
部
監
査
報
告
書
に
お
い
て
内
部
監
査
情
報
が
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
開
示
さ
れ
る
こ
と
を
ど
の
様
に
受
け
止
め

る
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。D

.S
.A

rcham
bealt

そ
の
他
（
二
〇
〇
八
）
は

（
19
）

、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
透
明
性
を
高
め
る
た

め
に
記
述
式
で
内
部
監
査
報
告
書
を
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
開
示
に
よ
り
ど
の
様
な
潜
在
的
便
益
（
利
点
）
お
よ
び
潜
在
的
費
用

（
欠
点
）
が
存
在
す
る
の
か
を
研
究
文
献
の
レ
ビ
ュ
ー
と
ア
ナ
リ
ス
ト
、
監
査
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
、
内
部
監
査
人
、
投
資
家
お
よ
び
政

策
担
当
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
評
価
し
て
い
る
。（
詳
細
な
ペ
ー
ジ
は
示
し
て
い
な
い
が
、
以
下
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
は
全
て

D
.S

.A
rcham

bealt

そ
の
他
（
二
〇
〇
八
）
が
米
国
で
実
施
し
た
も
の
を
利
用
し
て
い
る
）
調
査
対
象
は
、
製
造
、
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
財
務
組
織
を

担
当
す
る
四
人
の
監
査
委
員
会
（
う
ち
二
人
は
、
監
査
委
員
会
委
員
長
）、
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
投
資
企
業
の
三
人
の
財
務
ア
ナ
リ
ス
ト
、
内

部
監
査
人
に
は
、
人
の
内
部
監
査
部
長
（
Ｃ
Ａ
Ｅ
）、
六
人
の
政
策
担
当
者
に
は
、
米
国
公
認
会
計
士
協
会
（
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
）、
内
部
監
査
人

協
（
Ｉ
Ｉ
Ａ
）、
証
券
取
引
委
員
会
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
か
ら
各
二
人
が
含
ま
れ
る
。
全
て
の
対
象
者
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
監
査
関
連
の
業
務
に
一
〇

年
以
上
従
事
し
た
者
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
平
均
二
〇
分
と
さ
れ
る
。

1　

内
部
監
査
報
告
書
開
示
の
潜
在
的
便
益
。
研
究
文
献
の
レ
ビ
ュ
ー
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結
果
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
内
部
監

査
機
能
お
よ
び
全
般
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
理
解
を
増
進
さ
せ
る
強
力
な
潜
在
力
持
っ
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
内
部

監
査
の
構
成
、
責
任
お
よ
び
活
動
は
会
社
に
よ
り
多
様
な
も
の
で
あ
る
が
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
公
表
物
で
は
、
会
社
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
に
お
け

五
四
七
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る
内
部
監
査
機
能
の
重
要
性
を
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｏ
法
四
〇
四
条
で
は
、
財
務
諸
表
に
係
る
内
部
統
制
が
適
切
に
計
画
さ
れ

有
効
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
保
証
す
る
重
要
な
役
割
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、B

easley

そ
の
他
（
二
〇
〇
〇

（
20
）

）
は
、
不
正
を
行
う

会
社
の
研
究
に
お
い
て
、
不
正
を
行
う
会
社
は
不
正
の
な
い
会
社
よ
り
も
内
部
監
査
部
門
の
設
置
が
少
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

D
eloitte

（
二
〇
〇
六

（
21
）

）
は
、
内
部
監
査
機
能
の
貢
献
が
少
な
い
会
社
は
、
財
務
諸
表
に
係
る
内
部
統
制
に
お
け
る
重
大
な
欠
陥
の
開
示
が

な
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。H

olt

とD
eZ

oort

（
二
〇
〇
八

（
22
）

）
は
、
投
資
家
が
会
社
の
効
率
性
お
よ
び
財
務
諸
表
の

信
頼
性
を
監
視
す
る
た
め
に
内
部
監
査
報
告
書
の
開
示
が
効
果
を
持
つ
か
否
か
を
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
内
部
監
査
報
告
書
の
開
示
は

投
資
家
の
信
頼
性
を
高
め
株
式
の
魅
力
を
大
幅
に
増
大
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
参
加
者
の
意
見
に
お
い
て
も
第
一
の
便
益

と
し
て
、
一
貫
し
て
内
部
監
査
報
告
書
の
開
示
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
透
明
性
お
よ
び
内
部
監
査
機
能
の
理
解
の
改
善
の

た
め
に
潜
在
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

第
二
の
便
益
と
し
て
、
内
部
監
査
人
お
よ
び
経
営
者
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
企
業
が
、
企
業
外
部
へ
内
部
監
査

報
告
書
を
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
内
部
監
査
人
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
ィ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
誠
実
な
業
務
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
増
大
さ
せ
る

潜
在
性
を
持
つ
証
拠
を
発
見
し
た
と
さ
れ
る
。DeZ

oort
そ
の
他
（
二
〇
〇
六
）
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
圧
力
は
、

個
人
を
意
思
決
定
の
た
め
に
よ
り
多
く
の
時
間
を
費
や
し
努
力
す
る
た
め
に
動
機
づ
け
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。（D

eZ
oort

そ
の
他
の
使

用
す
るA

ccountability

は
内
部
監
査
人
の
報
告
責
任
を
意
味
し
て
い
る
）
内
部
監
査
報
告
書
の
開
示
に
よ
り
、
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
内

部
監
査
機
能
に
関
す
る
理
解
が
高
ま
る
ま
で
に
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
お
よ
び
効
率
的
業
務
（
規
定
に
合
致
す
る
活
動
、
内
部
監
査
ベ

ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
導
入
圧
力
等
）
等
が
増
大
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
増
大
す
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
た
め
に
組
織
内
に
お
け

る
監
査
の
利
用
が
議
論
さ
れ
る
時
、
さ
ら
に
行
動
力
を
持
っ
た
内
部
監
査
集
団
を
作
り
出
す
潜
在
性
を
持
っ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

五
四
八



コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
内
部
監
査
（
北
川
）

（
九
四
一
）

結
果
、
内
部
監
査
機
能
の
質
的
標
準
化
と
経
営
者
に
対
す
る
資
源
配
分
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

2　

内
部
監
査
報
告
書
の
潜
在
的
費
用
。
内
部
監
査
報
告
書
が
外
部
に
開
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
に
費
用
が
生
じ
る
。
潜
在
的

費
用
の
第
一
は
、
内
部
監
査
人
が
多
く
の
側
面
で
法
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
内
部
統
制
や
財
務
報
告
に
関
連
す
る
内
部
監
査
活
動

や
責
任
が
強
調
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
財
務
報
告
に
不
正
が
発
覚
し
た
場
合
や
報
告
の
修
正
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
内
部
監
査
人
の
責

任
に
関
心
が
集
中
す
る
。D

unn

（
二
〇
〇
六
）
は
、
経
営
者
お
よ
び
監
査
委
員
会
に
提
出
す
る
結
論
も
し
く
は
意
見
の
よ
う
な
内
部
報
告

に
お
い
て
す
ら
内
部
監
査
人
の
責
任
が
増
大
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
内
部
監
査
報
告
書
に
内

部
監
査
人
が
強
力
に
関
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
内
部
監
査
人
は
法
的
問
題
が
増
大
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

第
二
の
潜
在
的
費
用
と
し
て
、
情
報
量
が
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
会
社
は
、
複
雑
な
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
中

で
行
わ
れ
る
追
加
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
の
情
報
の
項
目
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。C

ase

（
二
〇
〇
六

（
23
）

）
は
、
あ
ま
り
多
く
の
情
報
が
提

供
さ
れ
る
と
利
用
者
が
詳
細
な
項
目
に
密
接
な
注
意
を
払
わ
な
く
な
る
と
の
理
由
か
ら
、
情
報
過
多
は
良
好
な
意
思
決
定
を
も
た
ら
さ
な

い
と
否
定
的
見
解
述
べ
る
者
も
い
る
。

3　

さ
ら
に
第
三
の
潜
在
的
費
用
と
し
て
、
追
加
報
告
費
用
が
あ
る
。
追
加
的
な
情
報
の
開
示
に
当
た
っ
て
は
、
情
報
作
成
の
費
用
お

よ
び
普
及
の
た
め
の
直
接
的
な
費
用
の
み
な
ら
ず
、
競
争
者
へ
の
所
有
情
報
等
の
暴
露
の
よ
う
な
間
接
的
な
費
用
に
つ
い
て
も
懸
念
さ
れ

る
。
ま
た
、
内
部
監
査
人
の
補
充
や
報
酬
を
増
大
さ
せ
る
と
い
っ
た
経
営
者
の
対
す
る
リ
ス
ク
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
透
明
性
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
会
社
の
利
益
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
は
、
内

部
監
査
の
側
面
か
ら
、
追
加
費
用
は
主
要
な
問
題
で
は
な
い
と
す
る
も
の
が
多
数
で
あ
る
。

D
.S

.A
rcham

bealt

そ
の
他
（
二
〇
〇
八
）
が
実
施
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
全
体
的
に
見
る
と
、
対
象
者
一
八
人
の
う
ち
一
六
人
（
八
九

五
四
九
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パ
ー
セ
ン
ト
）
が
、
内
部
監
査
報
告
書
は
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
有
用
な
情
報
を
提
供
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
有
用
で
な
い
と
す

る
内
部
監
査
人
は
、「
会
社
に
設
置
さ
れ
て
い
る
内
部
監
査
は
、
急
速
に
変
化
し
て
き
て
い
る
」
こ
と
か
ら
一
般
的
報
告
に
は
向
か
な
い

と
す
る
。
ア
ナ
リ
ス
ト
の
人
は
、「
自
由
市
場
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
有
用
で
あ
る
な
ら
ば
、
会
社
が
す
で
に
任
意
で
そ
れ
ら
の
報
告
書

を
開
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
も
同
様
の
反
応
が
予
測
さ
れ
る
が
、
有
価
証
券
報
告
書
に
内
部
監

査
報
告
書
を
添
付
す
る
追
加
開
示
費
用
が
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
透
明
性
を
超
え
る
と
い
う
可
能
性
を
評
価
す
る
さ
ら
な
る

将
来
の
研
究
・
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

Ⅴ　

内
部
監
査
報
告
書
の
開
示

内
部
監
査
報
告
書
は
、
外
部
ス
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
有
用
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
、

内
部
監
査
機
能
に
理
解
を
深
め
る
情
報
と
は
ど
の
様
な
も
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
報
告
モ
デ
ル
の
展
開
に
お
け
る
こ
の

挑
戦
は
、
多
様
化
し
た
お
よ
び
動
的
な
主
体
と
内
部
監
査
機
能
と
い
う
環
境
下
に
お
い
て
、
一
般
に
有
用
な
内
部
監
査
情
報
を
識
別
し
伝

達
す
る
こ
と
に
あ
る
。
外
部
報
告
目
的
でD

.S
.A

rcham
bealt

そ
の
他
（
二
〇
〇
八
）
が
提
案
し
た
内
部
監
査
報
告
書
、
監
査
役
協
会
監

査
報
告
書
の
ひ
な
形
、
監
査
委
員
会
に
関
す
る
小
委
員
会
の
監
査
委
員
会
監
査
報
告
書
の
ひ
な
形
、
企
業
内
容
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府

令
、
公
表
さ
れ
て
い
る
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
等
、
将
来
の
議
論
や
制
度
と
し
て
の
基
礎
と
し
て
役
立
つ
モ
デ
ル
が
あ
る
が
こ
こ
で
は

D
.S

.A
rcham

bealt

そ
の
他
（
二
〇
〇
八
）
が
提
案
し
た
モ
デ
ル
を
検
討
す
る
。

内
部
監
査
人
協
会
（
Ｉ
Ｉ
Ａ
）
の
内
部
監
査
の
専
門
的
実
施
の
国
際
基
準
（
二
〇
〇
九
）
で
は
、
内
部
監
査
人
の
人
的
基
準
と
し
て
目
的
、

権
限
お
よ
び
責
任
、
独
立
性
と
客
観
性
、
専
門
能
力
と
正
当
な
注
意
、
品
質
評
価
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
米
国
証

五
五
〇
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券
取
引
委
員
会
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
は
、
会
社
目
論
見
書
に
お
い
て
監
査
委
員
会
報
告
書
を
開
示
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
他
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
経
営
者
、
監
査
委
員
会
、
外
部
監
査
人
）
に
提
供
さ
れ
る
資
源
の
記
載
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
参
考

にD
.S

.A
rcham

bealt

そ
の
他
（
二
〇
〇
八
）
は
、
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
、
内
部
監
査
報
告
書
に
お
い
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
判
断
す
る
た
め
に
有
用
な
情
報
の
領
域
と
し
て
内
部
監
査
の
構
成
要
素
、
内
部
監
査
の
責
任
、
内
部
監
査
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ

テ
ィ
ー
、
内
部
監
査
の
活
動
お
よ
び
内
部
監
査
の
資
源
が
挙
げ
ら
れ
る
と
す
る
。

1　

内
部
監
査
の
構
成
要
素
。

内
部
監
査
報
告
書
を
開
示
す
る
こ
と
は
、
組
織
内
に
内
部
監
査
機
能
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
上
で
内
部
監
査
の
構

成
要
素
に
つ
い
て
追
加
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
例
え
ば
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
、
そ
の
内
部
監
査
機
能
が
、
社
内
で
行

わ
れ
て
い
る
か
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
行
わ
れ
て
い
る
か
も
し
く
は
共
同
で
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
社
内

で
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
内
部
監
査
部
門
の
規
模
、
内
部
監
査
人
の
背
景
情
報
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
内
部
監
査
機
能
の
適
切
性
評

価
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

内
部
監
査
人
の
所
持
す
る
資
格
な
ど
（
例
え
ば
、
公
認
会
計
士
、
公
認
管
理
会
計
士
、
公
認
内
部
監
査
人
）
の
追
加
情
報
は
内
部
監
査
人
の
適

格
性
を
評
価
す
る
の
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
も
し
く
は
共
同
機
能
の
場
合
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
背
景
情

報
は
提
供
者
の
適
切
性
を
評
価
す
る
上
で
有
用
で
あ
る

（
24
）

。

2　

責
任
。

内
部
監
査
報
告
書
を
展
開
す
る
上
で
基
礎
と
な
る
の
が
組
織
内
で
展
開
さ
れ
る
内
部
監
査
の
責
任
の
範
囲
で
あ
る
。
内
部
監
査
人
協
会

に
よ
れ
ば
、
内
部
監
査
部
長
は
、
内
部
監
査
規
定
に
お
い
て
内
部
監
査
の
目
的
、
権
限
お
よ
び
責
任
を
明
記
し
監
査
委
員
会
（
監
査
役
会
）

五
五
一
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の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
か
か
る
情
報
は
、
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
全
組
織
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
一
部
と
し
て

の
内
部
監
査
を
評
価
す
る
た
め
に
有
用
な
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
内
部
監
査
報
告
書
の
責
任
区
分
に
は
、
内
部
監
査
人
の
活
動
に
つ
い

て
所
定
の
範
囲
お
よ
び
性
格
に
つ
い
て
の
項
目
が
示
さ
れ
る
。
特
に
こ
れ
ら
の
責
任
に
は
、
独
立
性
の
保
持
、
会
社
の
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
、
お
よ
び
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
に
貢
献
す
る
こ
と
に
よ
り
組
織
に
価
値
を
付
与
す
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
た
客
観
的

保
証
機
能
に
含
ま
れ
る
責
任
情
報
と
、
価
値
を
付
与
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
に
関
す
る
内
部
監
査
人
の
責
任
情
報
が
含
ま
れ
る

（
25
）

。

3　

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー

内
部
監
査
を
評
価
す
る
今
一
つ
の
重
要
な
側
面
は
、
組
織
内
で
の
内
部
監
査
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
関
係
で
あ
る
。
か
か
る
意
味

で
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
は
、
内
部
監
査
の
報
告
関
係
お
よ
び
内
部
監
査
が
職
業
品
質
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
含
ま

れ
る
。
外
部
監
査
と
本
質
的
に
異
な
る
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
内
部
監
査
は
、
批
判
的
職
業
目
的
の
た
め
に
独
立
性
と
客
観
性
を
追
求
す

る
。
こ
の
目
的
は
、
報
告
関
係
に
影
響
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
内
部
監
査
の
専
門
職
業
的
実
施
の
国
際
基
準
で
は
、
内
部
監
査
長
は
、

内
部
監
査
部
門
の
目
的
、
権
限
、
責
任
お
よ
び
内
部
監
査
部
門
の
計
画
に
関
連
す
る
業
務
遂
行
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
最
高
経
営
者
お
よ

び
取
締
役
会
へ
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。D

eloite

（
二
〇
〇
六
）
に
よ
れ
ば
、
米
国
の
ほ
と
ん
ど
の
会
社
に
お
い
て
内

部
監
査
部
は
、
執
行
経
営
者
か
監
査
委
員
会
に
報
告
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
本
稿
の
報
告
先
と
し
て
は
、
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
想

定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
執
行
経
営
者
か
監
査
委
員
会
を
通
し
て
有
価
証
券
報
告
書
の
添
付
書
類
と
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

4　

活
動
。

内
部
監
査
活
動
で
あ
る
会
計
監
査
、
業
務
監
査
、
遵
守
性
監
査
、
リ
ス
ク
評
価
活
動
、
内
部
統
制
の
モ
ニ
タ
ー
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

等
は
、
会
社
を
横
断
的
に
さ
ら
に
は
長
期
的
に
、
継
続
的
に
様
々
な
形
で
実
施
さ
れ
る
。
内
部
監
査
報
告
書
の
活
動
区
分
で
は
、
内
部
監

五
五
二
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査
業
務
の
形
態
に
関
す
る
情
報
が
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
こ
の
区
分
で
は
、
内
部
監
査
機
能
に

よ
り
実
施
さ
れ
る
保
証
業
務
の
割
合
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
の
割
合
、
内
部
監
査
人
と
他
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
集
団
協
議
の
内
容
と
頻
度

に
関
す
る
情
報
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
外
部
監
査
人
や
監
査
委
員
会
（
監
査
役
）
と
の
協
議
、
財
務
諸
表
監
査
や
内
部
統
制
監
査
に
反
映
さ

れ
る
内
部
監
査
の
程
度
も
含
ま
れ
る

（
26
）

。

5　

資
源
。

内
部
監
査
報
告
書
の
資
源
区
分
で
は
現
在
す
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
役
員
の
報
酬
、
取
締
役
の
報
酬
、
お
よ
び
外
部
監
査
人
の
報
酬
、

同
様
に
財
務
的
資
源
の
情
報
を
利
用
者
に
提
供
す
る
。
内
部
監
査
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
外
部
団
体
に
支

払
っ
た
報
酬
が
開
示
さ
れ
る
。
内
部
監
査
が
社
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
場
合
、
内
部
監
査
に
配
分
さ
れ
る
年
度
予
算
が
開
示
さ
れ
る
。
こ

の
区
分
は
、
経
営
者
が
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
ど
れ
ほ
ど
誠
実
か
を
示
す
も
の
で
も
あ
り
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
知
り
た
い
と
思
う
で
あ
ろ

う
情
報
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
報
告
書
に
ま
と
め
れ
ば
以
下
の
表
の
よ
う
に
示
さ
れ
る

（
27
）

。（
図

－

1
）

Ⅵ　

お
わ
り
に
代
え
て

国
際
会
計
基
準
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
が
推
し
進
め
ら
れ
、
我
が
国
で
も
す
で
に
一
部
の
上
場
会
社
に
よ
り
国
際
会
計

基
準
の
任
意
適
用
が
始
ま
り
財
務
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
国
際
会
計
基
準
の
設
定
主
体
で
あ
る
国
際
会
計
基
準
審
議
会

（International A
ccounting S

tandards B
oard

）
は
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
に
国
際
財
務
報
告
基
準
の
実
務
意
見
書
（International 

F
inancial R

epoting S
tandards P

ractical S
tatem

ent

）
と
し
て
「
経
営
者
に
よ
る
説
明
（M

anegem
ent C

om
m
entary （

28
）

）」
を
公
表
し
た
。
こ

の
実
務
意
見
書
は
、
こ
れ
ま
で
国
際
財
務
報
告
基
準
（
以
下
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）
の
範
囲
外
と
見
な
さ
れ
て
き
た
非
財
務
項
目
の
比
較
可
能
性
を

五
五
三
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図－ 1　記述式ＩＡＲモデル

内部監査報告書ＸＹＺ株式会社

構成区分
ＸＹＺ会社は、（当年度）設置された社内監査部門を維持している。監査部

長（ＣＡＥ）がおりその他の内部監査人を監督している。監査部長は、内部
監査人協会（ＩＩＡ）より公認内部監査人資格（ＣＩＡ）の認定を受けてい
る。
責任区分

内部監査部は、毎年会社の監査委員会により承認された文書による規定の
もと活動している。規定は、会社の目論見書に付録として添付されており、
また会社のウエブサイトwww.xyzinc.comにおいて開示されている。会社の業
務に価値を付加し改善するために計画された保証およびコンサルティング活
動に加えて、内部監査部は会社のガバナンス、業務および情報に関連した・
業務の効率性、効果性・業務および業務活動の信頼性と誠実性・資産の保
全・法律、規則、契約遵守のリスクエクスポージャーの評価にも責任を負う
ものである。
アカウンタビリティー区分

内部監査規定は、内部監査部の独立性が会社の組織および報告構造により
確立されていることが明らかにされている。当該構造は内部監査部長が、監
査委員会に機能的に（例えば、活動の承認の受領および活動結果の報告）か
つ管理的に（例えば、日々の業務を円滑にし、情報に接近できる）報告する
ことが要求されている。

内部監査部は、内部監査活動と期間的内部評価、少なくとも 1 年に 1 度の
外部品質評価、および継続的内部モニタリングの全ての側面をカバーする品
質保証および改善プログラムを維持している。直近の内部評価、200X年公認
独立評価人が行った評価の結果は、内部監査部は、内部監査人協会「専門的
職業実施の国際基準」に提示される専門職業基準の現在適用可能な全ての規
則を遵守しているとしている。
活動区分

200X年の内部監査部の活動は、約XX％が保証業務に関連し、XX％がコン
サルティング活動に関連している。これらの活動範囲は、会社のリスクエク
スポージャーの評価および監査委員会により事前に承認されたものである。
200X年の期間中に内部監査部長は各四半期に会社のリクエクスポージャーの
評価および内部統制の内部監査評価を検討するために、正式に監査委員会、
会社の独立監査人が会合している。また内部監査部長は、会社の監査済み財
務諸表および内部統制報告書を監査委員会と独立監査人とともに検証し議論
している。
資源区分

200X年の会計年度の内部監査機能維持の総費用は、xxx,xxx円であった。
この金額には報酬と間接経費が含まれており」会社の営業費用の約xx％で
あった。

出所 　Deborah S.Archambeault, F, Todd DeZoort, Travies P.Holt, The Need 
for an Internal Auditor Report to External Stakeholders to Improve 
Governance Transparency, Accounting Horizons; Dec. 2008, p.385.
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改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
当
該
情
報
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
た
財
務
諸
表
に
付
属
す
る
記
述
的
な
、
拘
束
力

の
な
い
任
意
情
報
で
は
あ
る
が
、
企
業
の
業
績
や
状
況
、
進
捗
に
関
す
る
経
営
者
の
見
解
、
財
務
情
報
を
補
完
す
る
情
報
、
さ
ら
に
は
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
有
用
性
を
考
慮
し
た
リ
ス
ク
情
報
や
経
営
資
源
に
関
す
る
情
報
等
の
非
財
務
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
米
国
ト
レ
ッ
ド
ウ
エ
ー
委
員
会
支
援
組
織
委
員
会
（T

he C
om

m
ittee of S

ponsoring O
rganizations of the T

readew
ay 

C
om

m
ission

以
下
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
）
は
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
に
「
内
部
統
制
の
統
合
的
な
枠
組
み
」
の
改
訂
に
む
け
た
公
開
草
案
を
公
表
し
、

二
〇
一
二
年
三
月
ま
で
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
は
、
二
〇
〇
三
年
に
米
国
で
制
定
さ
れ
た
Ｓ
Ｏ
法
に
お
け
る
内
部
統
制
監
査

を
始
め
そ
の
他
諸
国
の
制
度
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
世
界
の
実
質
的
基
準
と
し
て
受
容
さ
れ
て
き
て
い
る
。
今
般
の
改
訂
は
一
九
二
二
年

に
公
表
さ
れ
て
以
来
三
〇
年
ぶ
り
の
見
直
し
と
な
る
。
主
要
な
改
正
点
は
、
現
行
の
内
部
統
制
の
目
的
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
「
財
務
報

告
の
信
頼
性
」
が
非
財
務
報
告
で
あ
る
業
務
を
含
む
「
報
告
の
信
頼
性
」
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
内
部
統
制
の
構
成
要
素
の
基
本

項
目
に
関
す
る
原
則
が
提
案
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

（
29
）

。

国
際
基
準
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
改
訂
は
、
企
業
を
取
り
巻
く
外
部
環
境
が
変
化
し
た
市
場
経
済
で
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す
る

企
業
の
透
明
性
を
高
め
る
た
め
に
は
財
務
情
報
だ
け
で
は
十
分
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、
非
財
務
情
報
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

お
お
よ
そ
、
上
場
会
社
の
企
業
活
動
は
、
収
益
を
上
げ
企
業
価
値
を
高
め
る
こ
と
を
主
要
な
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
。
会
社
が
そ
う
し
た

成
果
を
継
続
的
に
上
げ
続
け
る
た
め
に
は
、
企
業
活
動
を
律
す
る
仕
組
み
で
あ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
通
じ
、
経
営
を
そ
の

よ
う
に
動
機
付
け
、
監
視
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
内
部
監
査
は
、
組
織
体
の
目
標
達
成
に
役
立
つ
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
た
め
に
リ
ス

ク
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
お
よ
び
組
織
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
プ
ロ
セ
ス
の
有
効
性
の
評
価
を
、
内
部
監
査
と
し
て
の
体
系

的
な
手
法
と
規
律
遵
守
の
態
度
を
持
っ
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
非
財
務
情
報
で
あ
る
内
部
監
査
報
告
書
の
外
部
開
示
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

五
五
五
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ダ
ー
に
と
っ
て
企
業
の
透
明
性
を
高
め
る
最
も
有
用
な
情
報
で
あ
る
。
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